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[主張]　二三の提案

　國 (こく)語 (ご)の普 (ふ)及 (きう)のためには夜 (や)學 (がく)をうんと設 (もう)けなければならない。全 (ぜん)鮮 (せん)の小 (せう)學 (がく)校 (こう)の校 (こう)舎 (しや)を利 (り)用 (よう)して一校 (こう)、一學 (がく)級 (きう)または數 (すう)學 (がく)級 (きう)の夜 (や)學 (がく)を設 (もう)け三ケ月百五十時 (じ)間 (かん)の教 (けう)授 (じゆ)をやれば、一丁 (てう)字 (じ)を知 (し)らぬ婦 (ふ)女 (じよし)子も日常 (ぜう)の會 (くわい)話 (わ)と假 (か)名 (な)の手 (て)紙 (がみ)が書 (か)け、三百字 (じ)位 (くらい)の漢 (かん)字 (じ)が覺 (おぼ)えられ、そして内 (ない)地 (ち)風 (ふう)の作 (さ)法 (ほう)や國 (こく)民 (みん)道 (どう)徳 (とく)要 (よう)領 (れう)が仕 (し)込 (こ)まれるさうである。之 (これ)は現 (げん)に京 (けい)城 (ぜう)に於 (お)いて數 (すう)十ケ所 (しよ)試 (こころ)みられてゐる國 (こく)民 (みん)訓 (くん)練 (れん)後 (こう)援 (えん)會 (くわい)經 (けい)營 (えい)の夜 (や)學 (がく)の實 (じつ)績 (せき)に觀 (み)て確 (たし)かなことださうだ。しかもその經 (けい)費 (ひ)は一學 (がく)級 (きう)一回 (くわい)百圓 (えん)で足 (た)りる。各 (かく)地 (ち)方 (ほう)の教 (けう)育 (いく)當 (とう)局 (きよく)及 (およ)び地 (ち)方 (ほう)有 (いう)志 (し)に勸 (すゝ)めたいものである。
　これも國 (こく)語 (ご)についてのことであるが、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の學 (がく)校 (こう)と内 (ない)地 (ち)人 (じん)だけの學 (がく)校 (こう)と並存 (へいぞん)するところでは、折 (おり)々、例 (たと)へば月 (つき)一回 (くわい)位 (くらい)、兩 (れう)校 (こう)學 (がく)生 (せい)の懇 (こん)親 (しん)會 (くわい)を開 (ひら)きたいものである。全校 (ぜんこう)では人 (にん)數 (ずう)が多 (おほ)過 (す)ぎる恐 (おそ)れがあるから、五年なら五年同 (どう)[士 (し)]といふ風 (ふう)にやれば好 (よ)い。そして内 (ない)地 (ち)人 (じん)一人 (ひとり)、朝鮮人 (てうせんじん)一人 (ひとり)といふ具合 (ぐあい)にパートナーを作 (つく)つて、お互 (たがひ)に話 (はなし)をしたり、また一同 (どう)で話 (はなし)を聴 (き)いたりするのである。かくすることによつて、第 (だい)二世 (せい)の親 (しん)睦 (ぼく)、相 (そう)互 (ご)理 (り)解 (かい)を計 (はか)ると同 (どう)時 (じ)に、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)側 (がわ)では實 (じつ)際 (さい)に國 (こく)語 (ご)を使 (し)用 (よう)する機 (き)會 (くわい)を得 (え)ることが出 (で)來 (き)る。回 (くわい)を重 (かさ)ねる中 (うち)にパートナー同 (どう)[士 (し)]は親 (した)しい友 (とも)達 (だち)になることだらう。
　七時 (じ)の宮 (きう)城 (ぜう)遥 (よう)拜 (はい)、正午 (しやうご)の默禱 (もくとう)は、街 (がい)路 (ろ)上 (じやう)に於 (お)いても勵 (れい)行 (こう)したいものである。矢 (や)張 (は)り電 (でん)車 (しや)も自 (じ)動 (どう)車 (しや)も、ぱったりと止 (と)まつた方 (ほう)が好 (よ)い。歩 (ほ)行者 (こうしゃ)は無論 (むろん)である。これは國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)昂 (こう)揚 (よう)上 (じやう)誠 (まこと)に効 (こう)果 (くわ)あるものと思 (おも)ふ。現 (げん)に各 (かく)學 (がく)校 (こう)の學 (がく)生 (せい)達 (たち)は皆 (みな)實 (じつ)行 (こう)してゐるのに、街 (がい)路 (ろ)上 (じやう)で大 (おと)人 (な)達 (たち)がやらぬといふのは、第 (だい)一教 (けう)育 (いく)に悪 (わる)い。こんなことは警 (けい)察 (さつ)や警 (けい)防 (ぼう)團 (だん)や學 (がく)生 (せい)を總 (そう)動 (どう)員 (ゐん)して交 (こう)通 (つう)整 (せい)理 (り)をするやうに、一定 (てい)期 (き)間 (かん)中 (ちう)訓 (くん)練 (れん)したら大 (おほ)いに効 (こう)果 (くわ)が上 (あ)がることゝ思 (おも)ふ。
　次 (つぎ)に大 (だい)なる奢 (しゃ)侈 (し)品 (ひん)、大 (だい)なる浪 (ろう)費 (ひ)でありながら、顧 (かへり)みられないものがある。それは有 (いう)閑 (かん)階 (かい)級 (きう)の使 (し)用 (よう)人 (にん)の多 (た)數 (すう)なることだ。朝鮮 (てうせん)の裕福 (ゆうふく)な家庭 (かてい)では、やれ食 (しょく)母 (ぼ)だの、やれ饌 (せん)母 (ぼ)だの、やれ針 (しん)母 (ぼ)だの、やれ床 (せう)奴 (ど)だのと實 (じつ)に夥 (おびただ)しい人 (ひと)を使 (つか)つてゐる。それは二三の男 (だん)女 (じよ)の懶 (らん)惰 (だ)と贅 (ぜい)澤 (たく)のために浪 (ろう)費 (ひ)される勞 (ろう)力 (りよく)なのだ。かゝる使 (し)用 (よう)人 (にん)あるがために、主 (しゆ)人 (じん)の家 (か)族 (ぞく)は指 (ゆび)一つ動 (うご)かさないでゐる。勤勞 (きんろう)の風習 (ふうしう)のためにも、かゝる使 (し)用 (よう)人 (にん)は整 (せい)理 (り)さるべきで、その勞 (ろう)力 (りよく)は有 (ゆう)益 (えき)なることに振 (ふ)り向 (む)けることが出來 (でき)る。
　最 (さい)後 (ご)に近 (きん)來 (らい)便 (べん)所 (じよ)汲 (くみ)取 (と)りは一ケ月一回 (くわい)位 (くらい)しか廻 (まわ)つて來 (こ)ないところもあり、清 (せい)掃 (そう)係 (かかり)に請 (せい)求 (きう)すれば『今 (いま)人 (にん)夫 (ぷ)がない、便 (べん)所 (じよ)を直 (なお)せ』と劍 (けん)もほろゝの挨拶 (あいさつ)である。人夫 (にんぷ)がなければ、あの車 (くるま)と桶 (おけ)だけでも廻 (まわ)して貰 (もら)ひたい。そしたらわれわれ自 (じ)身 (しん)汲 (く)み取 (と)るであらう。一月もそのまゝにして置 (お)くことが何 (ど)ういふ結 (けつ)果 (くわ)を招 (まね)くかは、當 (とう)局 (きよく)も御 (ご)承 (しよう)知 (ち)のことゝ思 (おも)ふ。
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